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つるバスがデザインを一新したバス車両に変更となり、この4月から運行
を開始します！青空に舞う鶴の羽をイメージし、ゼロカーボンのロゴマー
クなどをプリントしたデザインとなっています。
今回購入のつるバスはEV車両（電気自動車）です。本市では「鶴ヶ島市ゼロ
カーボンシティ宣言」の実現に向け、これからもCO2の削減に取り組んで
いきます。
まもなく走行する新たな姿の「つるバス」に、ぜひ注目してください！
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令和7年度 令和7年度 鶴ヶ島市鶴ヶ島市のの予算予算

　市民の皆さんにおかれましては、日　市民の皆さんにおかれましては、日
頃から市政にご理解、ご協力を賜り感頃から市政にご理解、ご協力を賜り感
謝申し上げます。 謝申し上げます。 
　令和7年度から第6次鶴ヶ島市総合　令和7年度から第6次鶴ヶ島市総合
計画後期基本計画がスタートします。 計画後期基本計画がスタートします。 
　時代は今、変化の中にあり、人口減　時代は今、変化の中にあり、人口減
少や少子高齢化に加え、デジタル化の少や少子高齢化に加え、デジタル化の
進展や脱炭素社会への移行、災害への進展や脱炭素社会への移行、災害への
備えのほか、人びとの価値観などに変備えのほか、人びとの価値観などに変
化が生じています。後期基本計画では、化が生じています。後期基本計画では、
そうした変化に柔軟かつ的確に対応すそうした変化に柔軟かつ的確に対応す
るとともに、市民の皆さんや関係団体るとともに、市民の皆さんや関係団体
の方々、企業、大学などと連携し、地の方々、企業、大学などと連携し、地
域や世代を超えた様々な交流やつなが域や世代を超えた様々な交流やつなが
りを大切に進めていきたいと考えていりを大切に進めていきたいと考えてい
ます。 ます。 
　3つの重点戦略「こどもにやさしい　3つの重点戦略「こどもにやさしい
まちづくり」、「いつまでも健康でいらまちづくり」、「いつまでも健康でいら
れるまちづくり」、「多様な働き方が実れるまちづくり」、「多様な働き方が実
現できるまちづくり」を軸に、これま現できるまちづくり」を軸に、これま
での取組をさらに発展させ、若い世代での取組をさらに発展させ、若い世代
や子育て世代をはじめ、鶴ヶ島に住むや子育て世代をはじめ、鶴ヶ島に住む
誰もが将来にわたって安心して暮らせ誰もが将来にわたって安心して暮らせ
るまちづくりを目指してまいります。るまちづくりを目指してまいります。

令和7年度施政方針令和7年度施政方針

鶴ヶ島市長　鶴ヶ島市長　齊齊
さいさい

藤藤
とうとう

　　芳芳
よしよし

久久
ひさひさ

令和7年度の一般会計予算が決定しました。予算について紹介します。
一般会計の総額は255億7000万円。前年度と比較して12億1000万円の増額、
率にして5.0％の増となりました。
その結果、令和7年度の予算規模は、過去最大となりました。

問　財政課財政担当

一般会計の歳入

歳入用語解説
市税 市民税、固定資産税などの税収

国県支出金 特定の事業のために国・県から支出さ
れるお金

地方交付税 市の財政状況に応じて国から交付され
るお金

繰入金 他会計や基金から繰り入れるお金

地方消費税交付金 県の地方消費税収の中から市に対して
交付されるお金

一般会計の歳出

歳出用語解説

民生費 こども、高齢者、障害者などの福祉全般の事務・
事業に使うお金

総務費 住民窓口、課税徴収、ICTなど市の総括的な事務
に使うお金

教育費 学校運営の費用、生涯学習、スポーツなど教育
全般の事務・事業に使うお金

土木費 道路、公園整備などに使うお金

衛生費 保健衛生、公害対策など安全で衛生的な生活の
ために使うお金

公債費 市債を返済するために使うお金
消防費 消防や災害対策に使うお金

総合計画の総合計画の
詳細はこちら詳細はこちら

全体の予算規模　　　　　　　※　各予算額は表示単位未満で四捨五入しているため、各項目積み上げと合計が
一致しない場合があります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会計名 令和7年度予算額 令和6年度予算額
比較増減 

増減額 増減率
一般会計 255億7000万円 243億6000万円 12億1000万円 5.0%

特
別
会
計

国民健康保険 65億4093万円 66億4681万円 △1億 587万円 △ 1.6%
後期高齢者医療 12億8427万円 12億6601万円 1826万円 1.4%
介護保険 50億8664万円 48億1452万円 2億7212万円 5.7%
一本松土地区画整理事業 1億8789万円 1億1779万円 7010万円 59.5%
若葉駅西口土地区画整理事業 2億9410万円 1億9178万円 1億 233万円 53.4%
合　　　　　　　　　　　計 133億9383万円 130億3690万円 3億5693万円 2.7%

全会計合計 389億6383万円 373億9690万円 15億6693万円 4.2%

民生費
120億741万円(47.0%)

教育費
26億2743万円(10.3%)

土木費
19億9057万円(7.8%)

総務費
37億2144万円(14.5%)

公債費
14億6527万円(5.7%)

消防費
11億6680万円(4.6%)

市税
105億9183万円(41.4%)

その他
25億4756万円(10.0%)

繰入金
16億9706万円(6.6%)

255億7000万円 255億7000万円

地方消費税交付金
15億7200万円(6.1%)

国県支出金
65億9155万円(25.8%)

地方交付税
25億7000万円(10.1%)

衛生費
17億2088万円(6.7%)

その他
8億7020万円(3.4%)
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■ （新）認定こども園整備支援事業　（2億6990万円）
認定こども園に移行する市内幼稚園2園（若葉台幼稚園、鶴ヶ島めぐみ幼
稚園）に対して、施設の大規模改修への支援を行い、市の待機児童対策
および就学前教育・保育環境の充実を図ります。

■ 感染症予防対策事業　（3億862万円）
予防接種法に基づく定期接種や任意接種に係る費用を助成し、感染症の発症および拡大を
防止することで、市民の健康維持を図ります。

■ 乳幼児健康診査事業　（935万円）
出生から就学前までの乳幼児に対して切れ目なく健康診査などを行い、適切な指導と相談
支援を行うことで、乳幼児とその保護者の健康の保持・増進を図ります。

■ 健康長寿推進事業　（1817万円）
ラジオ体操およびウォーキングの普及拡大、大学や企業などと連携した食育
を推進するとともに、フレイル対策を実施し、健康寿命の延伸を図ります。
また、高齢者の健康づくりにデジタルを活用することにより、高齢者のデジ
タルデバイド（情報格差）の解消と社会的なつながりや世代間交流を創出します。

■ （新）大橋市民センターエレベーター更新事業　（184万円）
大橋市民センターのエレベーターの経年劣化に対応するため、更新工事に向けた設計業務を行います。

■ 【鶴ヶ島駅周辺まちづくり】地域交流施設整備事業　（5028万円）
（仮称）地域交流施設の整備に向けて、建設予定地に現存する鶴ヶ島文化会館の解体設計および地域交流施設の基本設
計を行います。

■ （新）転入定住促進事業　（3215万円）
若い世代の家族を対象として、多世代での同居や近居を支援することにより、転入・
定住の促進と安心な暮らしの実現を図り、魅力ある地域社会を実現します。
　◎多世代同居・近居住宅取得補助金…若い世代の家族を対象として、親元での同居

や近居を支援
　◎空家再生 ・住環境向上補助金………隣接する土地と空き家を取得して建物の解体

などを行う土地所有者を支援

■ （新）土地利用転換検討推進事業　（586万円）
第6次総合計画基本構想の土地利用構想において土地利用転換検討地域に位置付けられたエリア（東部地区）について、
既存住宅地や生活基盤の維持・再生を図るなど、現状を踏まえた土地利用を検討 ・推進します。
令和7年度は、土地利用の現状把握と、現状を踏まえた都市計画手法を検討・推進します。

■ 企業立地雇用等促進奨励事業　（1450万円）
市内で事業所の新設などを行う企業やその従業員に対して、市内在住者の雇用、従業員の持家取得などに係る奨励金
を交付することで、企業の市内進出の促進と、市民の雇用機会の拡大および定住の促進を図ります。

安心・安全な地域づくり
■ 地域防犯推進事業　（337万円）
地域における防犯対策の一環として、若葉駅
西口周辺および公園に防犯カメラを設置します。

災害への備え
■ 災害対策事業　（3000万円）
大規模災害に備えるため、災害用備蓄物資を整備すると
ともに、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の受信機お
よび県衛星系防災行政無線の再整備を行います。

■ 避難所環境改善対策事業　（2084万円）
指定避難所に位置付けられている小・中学校の体育館へ
の避難経路の確保など、避難所環境の改善および充実を
図ります。令和7年度は、小・中学校7校の屋外からア
リーナ床面までの段差解消工事を行います。

まちの魅力の発信
■ （新）シティプロモーション推進事業　（785万円）
市の認知度やイメージを高めるため、さまざまな機会を
捉え、専門的な知見を得ながら効果的に市内外へ向けて
魅力を発信していきます。

■ ウェブ情報発信運営事業　（320万円）
必要な情報をホームページに分かりやすく掲載するとと
もに、防災・防犯など緊急情報を速やかに発信すること
で、便利で安心・安全なまちづくりを推進します。
令和7年度は、利便性の向上を図る
ため、ホームページ・公式アプリ「つ
るポッケ」・公式LINEを活用し、
質問に自動で返答する機能（チャッ
トボット）を導入します。

01　こどもにやさしいまちづくり
安心してこどもを産み育てられる環境づくりを推進するため、すべてのこどもや子育て家庭
に寄り添い、妊娠前から子育て期にわたる切れ目のない支援の充実を図ります。また、新し
い時代を生きるこどもたちの豊かな学びを応援するため、教育環境の質の向上を図ります。

02　いつまでも健康でいられるまちづくり
地域とのつながりを活かした健康づくりを進めるとともに、外出したくなるような環境の整
備や社会参加、交流機会の創出を図ります。

03　多様な働き方が実現できるまちづくり
これまで進めてきたインフラ整備を活かし、企業立地のさらなる推進や住環境の整備を進め、
雇用機会の創出や若い世代などの定住につながる取組を進めます。

令和7年度令和7年度
予算と事業の概要予算と事業の概要

問　財政課財政担当　財政課財政担当

詳細はこちら
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いつまでも健康でいられるまちづくり

多様な働き方が実現できるまちづくり

NEW

こどものインフルエンザ
予防接種費用全額助成

NEW

最大補助額100万円

NEW

　　　1か月児
健康診査費用を助成

その他の主要事業

（新）：令和7年度新規事業（新）：令和7年度新規事業
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西児童館つどいの広場で遊ぶこどもたち。
別室では赤ちゃんマッサージもあり、
たくさんのこどもたちの笑顔が
はじけていました。

SuKuSuKu SuKuSuKu子育て子育て

子育て情報BOX

⃝こども家庭センター  子育て・虐待・家庭の問題など 
　(☎049・277・6055)

⃝女性・DV 相談直通ダイヤル (☎049・298・7716)

⃝鶴ヶ島子育てセンター［鶴ヶ島保育所内］(☎049・286・7201) 子育て 

⃝川越児童相談所 (☎049・223・4152) 子育て・児童虐待 

⃝児童相談所全国共通3桁ダイヤル (☎189) 　　 児童虐待 

⃝保健センター(☎049・271・2745) 妊娠・出産・子どもの発達など
　

24時間
365日

困ったときは・・・

親子の歯みがき教室

1か月児健康診査の費用を一部助成します

対　妊婦・乳幼児・学童とそのご家族
日　4月7日(月)　①13時30分～　②14時30分～　
場　保健センター
定　各時間1組(申込順)
内　お口に関する相談・歯みがき指導、希望者に歯こう
染め出し、むし歯菌の検査、身体計測
持　母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、タ
オル
申 問　保健センターへ☎049・271・2745
または専用フォームから

令和7年4月1日より、乳児の疾病の早期発見や早期治療
および健康増進を図るとともに、子育て家庭の経済的負
担を軽減することを目的として、1か月児健康診査にか
かる費用の助成を開始します。
対　令和7年4月1日以降に受診する1か月児健康診査
※　別途案内を送付します
※　受診日時点で鶴ヶ島市に住所を有する乳児に限る

【助成額】　1人当たり上限4000円(助成は1人1回限り)
※　上限額4000円を超えた分は自己負担になります
※　保険診療にかかる費用は助成対象外となります
問　保健センター☎049・271・2745

1か月児健康診査を受診しましょう

申込はこちら

子育て講座「みんなでおさんぽ＆一緒にあそぼう！」

乳幼児すこやか相談

対　0歳～3歳までのこどもと保護者
日　4月22日(火)10時15分～11時30分　※　雨天中止
場　農業交流センター
定　15組(申込順)
内　お散歩バッグを持ってヤギさんに会いに行ったり、
芝生広場でしゃぼん玉遊びをします。
持　飲み物、タオルなど
申 問　4月3日(木)から鶴ヶ島子育てセン
ター(鶴ヶ島保育所内)へ☎049・286・7201
または専用フォームから

対　乳幼児とその親、妊婦
日　4月15日(火)　①9時30分～10時　②10時～10時
30分　③10時30分～11時
場　保健センター
定　各時間12組(申込順)
内　身長体重測定、希望者に保健相談、母乳相談、栄養
相談、歯科相談、保育所などに関する相談
持　母子健康手帳
申　専用フォームから
問　保健センター☎049・271・2745

申込はこちら

申込はこちら
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・妊娠の届出、母子健康手帳の交付
・赤ちゃんのお世話の相談
・乳幼児健診
・乳幼児の成長や発達のこと
・こどもや家族の健康の相談
・妊娠中の食事や離乳食の進め方の相談
・歯(歯みがきなど)やお口の相談

・お子さん本人からの相談
・虐待に関すること
・子育てやしつけに関すること
・こどもの性格や生活習慣のこと
・子育て支援サービスの紹介
・保育所入所や幼稚園入園までの相談
・ヤングケアラーに関すること

・保健師
・管理栄養士
・歯科衛生士　　など

・ケースワーカー
・家庭児童相談員
・養育支援相談員　　など

407114

こども家庭センター
（保健センター内）

市役
所通
り

日
光
街
道 鶴ヶ島市役所

鶴ヶ島市立
鶴ヶ島中学校

鶴ヶ島市立
鶴ヶ島第一小学校

母子保健と児童福祉の連携をさらに強化するため、「こども家庭センター」を開設します。保健師や家庭児童相談員などの専
門の職員が全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに切れ目のない支援を提供します。

こども家庭センターへのアクセス
場　脚折1922－10(保健センター内)
時　平日8時30分～17時15分
　つるワゴン　坂戸線(緑)、東西線(青)「保健センター

(女性センター)」
P　有(保健センターおよび女性センター駐車場と共用)
問　こども家庭センター☎︎049・277・6055

母子保健に関すること 児童福祉に関すること

子育て♥coco-soco　あなたのすぐソコ！にある子育て支援を紹介
コ ソコ コ

「こども家庭センター」
窓口は、保健センター
に入って正面の階段
左側です！
ひとりで悩まず、ま
ずは気軽にご相談く
ださい！

相談内容に応じて専門の職員がサポートします！相談内容に応じて専門の職員がサポートします！

4月1日　こども家庭センター　OPEN！4月1日　こども家庭センター　OPEN！
こどもと家族に　安心と笑顔をこどもと家族に　安心と笑顔を

一
体
的
に
支
援

7 Tsurugashima　2025.４



4月1日から
市の組織が変わります

問合先　政策推進課政策担当

広域交付での戸籍謄本の取得が便利です

問合先　市民課戸籍担当

■　
総
合
政
策
部

秘
書
広
報
課
に
「
ま
ち
の
魅
力
創

造
・
発
信
担
当
」
を
新
設
し
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
取

組
を
強
化
し
ま
す
。

■　
福
祉
部

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
新

設
し
、
す
べ
て
の
妊
産
婦
や
子
育

て
世
帯
、
こ
ど
も
の
相
談
支
援
な

ど
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。（
設

　

本
籍
地
が
遠
方
で
あ
っ
て
も
、

お
住
ま
い
や
勤
務
先
な
ど
の
市
区

町
村
の
窓
口
で
、
戸
籍
謄
本（
改

製
原
戸
籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
）な

ど
を
取
得
で
き
ま
す
。 

取
得
で
き
る
範
囲　

　

本
人
・
配
偶
者
・
直
系
尊
属

（
父
母
・
祖
父
母
な
ど
）・
直
系
卑

属（
子
・
孫
な
ど
）に
限
ら
れ
ま
す
。

取
得
の
際
に
必
要
な
も
の　

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
な
ど
の
顔
写
真
が
載
っ
て
い
る

も
の
）

市
内
交
付
場
所　

市
役
所
市
民
課
、
若
葉
駅
前
出
張

所（
現
在
の
戸
籍
の
み
）

※　
郵
送
に
て
申
請
さ
れ
る
場
合

や
、
代
理
人（
第
三
者
請
求
）の
場

合
は
直
接
本
籍
地
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い

置
場
所
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※　
詳
細
は
７
頁

■　
都
市
整
備
部

企
業
立
地
課
の
名
称
を
「
企
業
立

地
・
定
住
推
進
課
」
に
変
更
し
ま

す
。
市
内
へ
の
企
業
立
地
の
推
進

と
あ
わ
せ
、
若
い
世
代
や
子
育
て

世
代
な
ど
の
定
住
・
転
入
に
つ
な

が
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

戸
籍
の
届
出
の
際
に
戸
籍
謄
抄
本

の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
し
た　

　
婚
姻
届
や
養
子
縁
組
届
な
ど
の

届
出
の
際
に
戸
籍
の
謄
抄
本
の
添

付
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
記

載
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮

名
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
記

載
さ
れ
ま
す
。
通
知
は
、
５
月
26

日
㈪
以
降
、
国
民
全
員
宛
に
本
籍

地
の
市
区
町
村
か
ら
順
次
発
送

さ
れ
ま
す
。

申
請
期
間

　
令
和
７
年
６
月
30
日
㈪
ま
で

そ
の
他

①　
令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に

複
数
回
転
入
・
転
出
し
、
上
記
の

対
象
世
帯
に
該
当
す
る
世
帯

　
市
で
税
に
関
す
る
情
報
を
持
っ

て
い
な
い
た
め
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
担
当
窓
口
で
配
付
す
る
も
の

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前

住
所
地（
令
和
６
年
１
月
１
日
現

在
）の
非
課
税
証
明
書
を
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

②　
未
申
告
の
世
帯（
全
員
ま
た

は
一
部
の
方
）

　
非
課
税
世
帯
で
あ
る
か
確
認
で

き
な
い
た
め
通
知
は
届
き
ま
せ

ん
。
支
給
を
希
望
す
る
方
は
税
務

課
で
申
告
の
上
、
①
と
同
様
に
申

請
書
で
給
付
金
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
先

　

給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
９・２
９
８・５
２
７
７

「低所得者支援給付金」を支給します

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
物
価
高
に
苦
し
む
低
所
得
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
住

民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
）を

支
援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
お
よ
び
受
給
方
法

　
基
準
日（
令
和
６
年
12
月
13
日
）

に
お
い
て
、
世
帯
全
員
の
令
和
６

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯（
世
帯
全
員
が
課

税
者
か
ら
税
の
扶
養
を
受
け
て
い

る
世
帯
を
除
く
）

振
込
口
座
を
把
握
し
て
い
る
世
帯

　
３
月
21
日
㈮
か
ら
「
支
給
の
お

知
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

前
回
の
給
付
金
振
込
口
座
か
ら
変

更
が
無
け
れ
ば
、
手
続
き
は
不
要

で
す
。
前
回
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
な
お
、
一
部
の
方
は
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
支
給

通
知
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

振
込
口
座
を
把
握
し
て
い
な
い
世
帯

　

３
月
28
日
㈮
か
ら
「
確
認
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
記

入
例
を
参
考
に
、
対
象
要
件
に
合

致
す
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額

　
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

　
（
１
世
帯
１
回
限
り
）

※　
子
育
て
世
帯
は
こ
ど
も
１
人

あ
た
り
２
万
円
を
加
算

詳細はこちら

最終

8



市 政 情 報

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　
４
月
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
で

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に
遭
う
リ

ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
や

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
が
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、
被
害

を
申
告
し
に
く
い
と
い
う
状
況
が

あ
り
ま
す
。
加
害
者
の
７
～
８
割

が
顔
見
知
り
で
あ
る
と
の
調
査
結

果
も
あ
り
ま
す
。
望
ま
な
い
性
的

な
行
為
は
性
暴
力
で
す
。
被
害
に

遭
っ
た
方
は
決
し
て
悪
く
あ
り
ま

せ
ん
。
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、

た
め
ら
わ
ず
に
専
門
の
機
関
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
近
な
人
が
被
害
に

遭
っ
て
い
る
と
感
じ
た
ら
相
談
を

勧
め
て
く
だ
さ
い
。
加
害
す
る
側

に
自
覚
が
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
性
暴
力
の
情
報
を
社
会
全
体

で
共
有
し
、
性
暴
力
を
な
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

巧
妙
な
手
口
に
注
意

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
性
犯
罪

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手
か

ら
性
的
な
自
撮
り
画
像
を
要
求
さ

れ
る
、
勝
手
に
掲
載
さ
れ
る
、
な

り
す
ま
し
た
相
手
か
ら
性
暴
力
を

受
け
る
な
ど
の
被
害
が
起
き
て
い

ま
す
。

レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
を
利
用
し
た
性

犯
罪

　
レ
イ
プ
ド
ラ
ッ
グ
と
は
、
飲
み

物
や
食
べ
物
に
混
ぜ
て
、
相
手
を

抵
抗
で
き
な
い
状
態
に
し
て
性
的

行
為
を
す
る
目
的
で
使
わ
れ
る
睡

眠
薬
な
ど
の
薬
物
の
総
称
で
す
。

薬
物
を
飲
食
物
に
混
入
さ
れ
る
被

害
が
起
き
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｖ（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）出
演
被
害

　
モ
デ
ル
・
ア
イ
ド
ル
な
ど
の
勧

誘
を
受
け
た
女
性
や
、
応
募
し
た

経
験
の
あ
る
女
性
が
、
同
意
し
て

い
な
い
性
的
な
行
為
な
ど
の
撮
影

要
求
を
受
け
た
り
、
ア
イ
ド
ル
に

な
り
た
い
気
持
ち
を
悪
用
さ
れ
る

な
ど
の
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
が
起
き

て
い
ま
す
。

主
な
相
談
先
な
ど

警
察
相
談
専
用
電
話　

＃
９
１
１
０

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー　

＃
８
８
９
１

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

「
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ 

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ（
キ
ュ
ア

タ
イ
ム
）」

チ
ャ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
相
談
、
外
国

語
あ
り

4月は「若年層の性暴力被害予防月間」です

問合先　女性センター☎049・287・4755

内閣府
HPはこちら

Cure time
チャットはこちら

て
、
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、３
年
度
目
以
降
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
し
た
保
険
料
は
所

得
税
、
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
。　

※　
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料
納

付
済
期
間
な

ど（
10
年
以

上
）の
こ
と

「学生納付特例制度」の申請はお済みですか？

問合先　保険年金課保険資格担当

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
学
生
や
自
営
業

者
な
ど
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
申
請
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
納
付
猶
予
と
な
っ
た
期
間
が
年

金
の
※

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来

へ
の
大
切
な
備
え
と
な
り
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
、
承
認
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
内

に
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
に
よ
っ

日本年金機構
HPはこちら

対象者

大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
特別支援学校、専修学校および各種学校（学校教育法
で規定されている修業年限が1年以上の課程、ただし
私立の各種学校は県知事の認可を受けた学校に限る）、
一部の海外大学の日本分校に在籍している学生、
※　所得が128万円+扶養親族数×38万円+社会保
険料控除等を計算した額以下である方

申請に必
要なもの

①本人確認書類（マイナンバーカード、免許証、パス
ポートなど）
※　代理人が来られる場合は代理人の本人確認書類

（別世帯の代理人の場合は委任状も必要です）
②基礎年金番号通知書または年金手帳
③申請年度に有効な学生証※（コピー可）または在学証
明書（原本）　
④申請書（市役所の保険年金課窓口にあります、また
は日本年金機構のHPからダウンロードできます）
※　裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載がある
場合には表面と裏面の両方のコピーが必要です
※　学生証がアプリの場合には窓口で提示してください

申請方法
・年度ごとに市役所または年金事務所の窓口で申請書
を提出
・マイナポータルからマイナンバーカードを利用して
電子申請を行う

学生納付
特例

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金
受給資格期間
への算入

年金額への
反映 受給資格期間への算入

〇 × 〇

最終
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障害者手当などのお知らせ

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
～
③

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
専
用
の
診

断
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精

神
の
重
度
の
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
方
。
た
だ
し
、
施

設
に
入
所
中
の
方
、
３
か
月
以
上

継
続
し
て
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

入
院
し
て
い
る
方
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

手
当
額　

月
額　
２
万
９
５
９
０
円

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

　
20
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳

〇
Ａ
を
持
っ
て
い
る
方
。た
だ
し
、

施
設
に
入
所
中
の
方
は
、
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
当
額　

月
額　
１
万
６
１
０
０
円

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

　
20
歳
未
満
で
障
害
の
程
度
が
お

お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３

級
、
４
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
〇

Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
、
２
級
の
一
部
の

障
害
児
の
養
育
者
。
た
だ
し
、
障

害
児
が
施
設
に
入
所
中
の
方
は
、

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額

・
重
度（
手
当
１
級
）

月
額　
５
万
６
８
０
０
円

・
中
度（
手
当
２
級
）

月
額　
３
万
７
８
３
０
円

※　
①
～
③
に
つ
い
て
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

対
象　

　

65
歳
未
満（
現
在
受
給
中
の
方

は
65
歳
以
上
も
含
む
）で
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
療
育
手

帳
〇
Ａ
、
Ａ
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方（
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

お
よ
び
経
過
措
置
に
よ
る
福
祉
手

当
の
受
給
者
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
居
者
は
除

き
ま
す
。）

手
当
額　

月
額　
５
０
０
０
円

※　
市
県
民
税
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
年
の
８
月
分
か
ら

翌
年
の
７
月
分
ま
で
、
手
当
が
支

給
停
止
と
な
り
ま
す

助
成
の
対
象
と
な
る
費
用

　
医
療
機
器
認
定
を
取
得
し
て
い

る
補
聴
器
の
購
入
に
関
す
る
費
用

（
診
察
料
、
文
書
料
、
修
理
費
用
、

送
料
な
ど
を
除
く
）

申
請
方
法　

　
「
申
請
書
」
お
よ
び
「
医
師
意
見

書
」
を
健
康
長
寿
課
窓
口
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
し
、
医
療

機
関
受
診
後
、
健
康
長
寿
課
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
決
定

後
に
、
補
聴
器
を
購
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
申
請
前
に
補
聴
器
を
購

入
さ
れ
た
場
合
は
、
対
象
外
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
事
務

所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
書
は
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口

座
振
替
で
の
前
納
も
年
度
の
途
中

か
ら
ま
と
め

て
振
替
で
き

ま
す
。

高齢者補聴器購入費を助成します

問合先　健康長寿課地域包括ケア推進担当

国民年金保険料の前納について

問合先　保険年金課保険資格担当

　
聴
力
機
能
の
低
下
に
よ
り
日
常

生
活
、
会
話
な
ど
に
支
障
を
来
し

て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、
補
聴
器

の
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方・
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

・
聴
覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
に
な
ら
な
い

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
㏈
以

上
70
㏈
未
満（
中
等
度
難
聴
）に
該

当
す
る

・
医
師
が
補
聴
器
の
必
要
性
を
認

め
た
方（「
医
師
意
見
書
」が
必
要
）

・
市
税
の
滞
納
が
な
い

助
成
限
度
額

市
民
税
非
課
税
世
帯
：
５
万
円

市
民
税
課
税
世
帯
：
２
万
円

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
の
国
民
年

金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
７
５
１

０
円
で
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
は
、
６
か

月
お
よ
び
１
年
前
納
用
も
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

を
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）す
る

と
、
割
引
き
が
適
用
さ
れ
お
得
で

す
。

　
現
金（
納
付
書
）に
よ
る
２
年
前

詳細はこちら詳細はこちら

最終
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
お
よ

び
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

出
産
し
た
際
に
は
、
届
出
に
よ
り

出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
保
険
税

（
料
）が
減
額（
免
除
）さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※　

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４

か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す

（
死
産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
）

対
象
期
間

・
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

・
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

【
国
民
健
康
保
険
】

対
象
者　
令
和
５
年
11
月
以
降
に

出
産
す
る
予
定
の
被
保
険
者
ま
た

は
出
産
し
た
被
保
険
者

※　
産
前
産
後
期
間
に
納
め
る
保

険
料
が
０
円
に
な
る
と
は
限
り
ま

せ
ん

申
請
窓
口

保
険
年
金
課（
郵
送
、
電
子
申
請

も
可
）

※　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
申
請
可
能

必
要
書
類

・
届
出
書

・
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
）

※　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
申
請
可
能

必
要
書
類

・
届
出
書

・
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど（
出
産
前

の
届
出
の
場
合
）

・
出
産
日
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産（
予

定
）日
が
わ
か
る
も
の

・
母
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類（
出
産
後
の
届

出
の
場
合
）

※　
届
出
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

保
険
年
金
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま

す※　
郵
送
の
場
合
は
出
産
予
定
日

が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

【
国
民
年
金
】

対
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方

※　

第
２
号
被
保
険
者（
厚
生
年

金
加
入
者
）は
勤
務
先
へ
申
し
出

く
だ
さ
い

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
将
来

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
が
、
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）は
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
保
険
料
を
前
納

さ
れ
た
場
合
、
産
前
産
後
期
間
の

保
険
料
は
還
付
と
な
り
ま
す
。

申
請
窓
口

保
険
年
金
課（
郵
送
可
）

書
類（
母
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
）

※　
届
出
用
紙
は
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
保
険
年
金

課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す

※　
郵
送
の
場
合
は
出
産
予
定

日
が
確
認
で
き

る
ペ
ー
ジ
の
コ

ピ
ー
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い

出産被保険者に対する制度について

問合先　保険年金課保険資格担当

国民健康保険の
詳細はこちら

国民年金の
詳細はこちら

に
応
じ
た
り
す
る
と
、
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
か
ら
治
療
に
対
す
る
医
療
費
の

給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
適
用
外
に
な
る
も
の 

①　
け
ん
か
、
酒
酔
い
運
転
に
よ

る
け
が
な
ど（
社
会
的
に
非
難
さ

れ
る
不
法
行
為
な
ど
）

②　
仕
事
中
や
通
勤
途
中
の
け
が

や
病
気（
労
災
保
険
や
他
の
保
険

の
対
象
と
な
る
も
の
）

　
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
明
細
書

（
レ
セ
プ
ト
）で
傷
病
の
原
因
が
判

別
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、

交
通
事
故
な
ど（
第
三
者
行
為
）に

よ
る
負
傷
で
な
い
か
「
負
傷
原
因

照
会
書
」
や
「
第
三
者
行
為　
受

傷
原
因
の
確
認
に
つ
い
て
」
を
送

付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交通事故などで治療を受けるときは連絡を

問合先　保険年金課保険給付担当

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
、
交

通
事
故
や
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
た
な

ど
の
第
三
者（
他
人
の
行
動
が
原

因
と
な
る
）に
よ
る
行
為
に
よ
っ

て
け
が
や
病
気
と
な
り
、
健
康
保

険
を
適
用
し
て
治
療
を
受
け
る
場

合
は
、
事
前
に
ケ
ガ
を
し
た
際
の

状
況
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
内
容

に
よ
っ
て
は
、
届
出
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機

関
へ
第
三
者
行
為
に
よ
る
治
療
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
来
、
治
療
費
は
加
害
者
が
支

払
う
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
立
て
替

え
払
い
を
し
、
後
で
加
害
者
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
前
に
連
絡
な
く
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談

最終
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第3期鶴ヶ島市立図書館基本構想（素案）の意見募
集

問合先　生涯学習スポーツ課社会教育担当

競争入札参加資格審査申請の追加受付

問合先　財政課契約担当

　
教
育
委
員
会
で
は
、
管
理
体
制

の
変
化
や
刻
々
と
変
化
す
る
社
会

情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
基
本
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
こ
れ
か
ら
の
図

書
館
像
」
と
し
て
明
ら
か
に
す
る

「
第
３
期
鶴
ヶ
島
市
立
図
書
館
基

本
構
想
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
４
日
㈮
～
４
月

24
日
㈭

閲
覧
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
女

性
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
各

図
書
館
分
室
、
若
葉
駅
前
カ
ウ
ン

　

令
和
７・
８
年
度
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
を

行
い
ま
す
。　

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

令
和
７
年
８
月
１
日
㈮
か
ら
令
和

９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

建
設
工
事
等

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
16
日

㈮（
既
登
録
業
者
の
追
加
申
請
は

５
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮
）

申
請
方
法　
申
請
書
類
を
事
業
者

申
請
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

※　
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
、
受

付
最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効

タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

提
出
方
法　
①
専
用
フ
ォ
ー
ム

②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、
メ
ー

ル（
１
０
８
０
０
０
５
０
＠city.

tsurugashim
a.lg.jp

）、
郵
送

（
〒
３
５
０

−

２
２
９
２（
住
所
不

要
））、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
０
４

９
・
２
７
１
・
４
２
８
０
）ま
た

は
直
接
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

物
品
・
そ
の
他

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈭
～
５
月

30
日
㈮

申
請
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

※　
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
郵
送
可　
　

※　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

耐
震
改
修　
費
用
の
23
／
１
０
０

で
上
限
20
万
円

そ
の
他　
補
助
金
の
交
付
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
の
実
施
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

着
手
さ
れ
た
方
は
補
助
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

住宅の耐震診断・耐震改修に
補助金を交付

問合先　都市計画課開発建築担当

対
象　
①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て

以
下
の
戸
建
住
宅
ま
た
は
兼
用
住

宅②
耐
震
改
修
は
、
耐
震
診
断
に
よ

る
安
全
性
評
価
が
1.0
未
満
の
建
築

物補
助
金
額　

耐
震
診
断　
費
用
の
１
／
２
で
上

限
５
万
円

回答はこちら

市HPはこちら

市HP（工事）は
こちら

市 HP（ 物 品 な
ど）はこちら

合
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
申
し
込
み

方
法

　
左
記
の
方
法
で
申
し
込
み
が
可

能
で
す
。
利
用
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
原
則
即
時
可
能
で
す
が
、

医
療
機
関
等
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る(

登
録
完
了)

ま
で
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
医
療
機
関
・
薬
局
な
ど
の
受
付

に
あ
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

・
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

※　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

マイナ保険証で限度額認定証などの申請が不要になります

問合先　保険年金課保険給付担当

マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
健
康

保
険
証
の
発
行
が
終
了
し
、
マ
イ

ナ
保
険
証（
保
険
証
利
用
登
録
が

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し

ま
し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

す
れ
ば
、
事
前
の
手
続
き
な
く
、

高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度

額
認
定
証
な
ど
の
事
前
申
請
は
不

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
療
養
標

準
負
担
額
の
減
額
を
受
け
る
場
合

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
過
去

12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超

え
る
方
）は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
、
加
入
中
の
健
康
保
険
組

厚生労働省
HPはこちら

最終
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4月1日から精神障害者保健福祉手帳を持つ方の介
護者のつるバス・つるワゴン運賃が無料になります。
対象者
・精神障害者保健福祉手帳1級で、手帳に旅客鉄道株
式会社旅客運賃減額第1種のスタンプが押してある方
・12歳未満で精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
　上記対象者が「要介護」の記載がある特別乗車証
を提示することで、介護者1名が無料で乗車できる
ようになります。
※　介護者単独での使用はできません
すでに特別乗車証を持っていて、「要介護」の記載
を希望される方は、障害者福祉課の窓口へお申し出
ください。
持ち物
・精神障害者保健福祉手帳
・特別乗車証
問　障害者福祉課障害者福祉担当
　　都市計画課交通政策担当

　

高
齢
者
・
障
害
者
に
対
し
て
、

つ
る
バ
ス
・
つ
る
ワ
ゴ
ン
特
別
乗

車
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
新
た

に
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記

に
よ
り
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

即
日
交
付
で
き
ま
す
。

※　
す
で
に
乗
車
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

対
象

高
齢
者　
市
内
在
住
で
70
歳
以
上　

障
害
者　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者　
難
病
の
方

持
ち
物　
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の（
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
障
害
者

手
帳
、
難
病
の
受
給
者
証
な
ど)

つるバス・つるワゴン特別乗車証の交付

問合先　健康長寿課高齢者福祉担当、障害者福祉課障害者福祉担当

規
定
に
基
づ
く
必
置
機
関
で
、
そ

の
法
定
数
は
原
則
２
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
の
種
類
は
、
監
査
計
画
を

定
め
て
行
う
監
査
と
市
民
の
請

求
、
議
会
や
市
長
の
要
求
な
ど
に

よ
り
行
う
監
査
が
あ
り
ま
す
。

※　
監
査
結
果
は
、随
時
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す

監査委員は市の事務をチェックします

問合先　監査委員事務局

　
監
査
制
度
の
目
的
は
、
市
の
財

務
会
計
事
務
や
事
務
事
業
の
執
行

が
、
公
正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
健
全
性

と
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
政
へ
の
信
頼
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
の

〇…受付可　　×…受付不可 
受付場所 受付時間 月曜日 火～金曜日 土曜日 日曜日・

祝日
市役所 1階

障害者福祉課
市役所 2階
健康長寿課

8時30分～
17時15分 〇 〇 × ×

若葉駅前出張所 9時～
17時30分 〇 　〇※1 × ×

各市民センター 9時～
17時15分 × 〇 〇 ×

※1　木曜日のみ、9時～ 21時まで受付しています

令和7年度監査実施予定
種　　 類 事　　務　　の　　内　　容 予　　定

例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われている
かを検査します。 毎　月

定 例 監 査 各課の財務会計事務を中心として、その執行が適
正に行われているかを監査します。 10 ～ 2月

工 事 監 査 定例監査の一環として、請負契約の金額が原則
1000万円以上となる工事の中から監査します。 随　時

財政援助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の施設
の管理運営を委託している指定管理者に対し、補
助金や指定管理料に係る事業などが適正に行われ
ているかなどを監査します。

9・10月

決 算 審 査 一般会計および特別会計（国民健康保険特別会計
など）の歳入歳出決算について、審査します。 6・7月

基金運用状況審査 決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金につ
いて、その運用状況を審査します。 6月

財政健全化審査

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基
づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字
比率、実質公債費比率、将来負担比率）およびその
資料が適正に算定されているかを審査します。

8月

最終
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10月1日から下水道使用料が改定されます

問合先　坂戸、鶴ヶ島下水道組合業務課☎049・288・3361

改
定
が
必
要
な
理
由

　
下
水
処
理
場
や
下
水
道
管
な
ど

の
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
は
、

公
共
下
水
道
利
用
者
か
ら
い
た
だ

い
た
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
現
状
は
使
用
料

収
入
だ
け
で
は
賄
え
ず
、
不
足
分

を
鶴
ヶ
島
市
と
坂
戸
市
か
ら
の
負

担
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、

今
後
人
口
減
少
な
ど
に
伴
う
使
用

料
収
入
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
下
水
道
事

業
の
運
営
を
図
る
た
め
、
使
用
料

を
改
定
し
ま
す
。
公
共
下
水
道
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お

掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
や

経
営
の
合
理
化
な
ど
、
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

改
定
の
時
期

　
改
定
後
の
使
用
料
は
、
令
和
７

年
10
月
１
日
以
降
に
算
定
す
る
使

用
料
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
令
和
７
年
９
月
30
日
以
前

か
ら
継
続
し
て
公
共
下
水
道
を
使

用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

偶
数
月
検
針（
２
か
月
）の
方

　
令
和
７
年
10
月
検
針
分
は
現
行

の
使
用
料
が
適
用
さ
れ
、
令
和
７

年
12
月
検
針
分
以
降
か
ら
改
定
後

の
使
用
料
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

奇
数
月
検
針（
２
か
月
）の
方

　
令
和
７
年
11
月
検
針
分
は
、
10

～
11
月
分
の
う
ち
10
月
分
は
現
行

の
使
用
料
、
11
月
分
は
改
定
後
の

使
用
料
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

※　
詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
新
築
や
建
替
え
以
外
の
下
水

道
へ
の
接
続
工
事
で
、
上
限
40
万

円
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
す
る

「
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
金
制

度
」が
あ
り
ま
す

公共下水道へ接続しましょう

問合先　坂戸、鶴ヶ島下水道組合業務課☎049・288・3361

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
の

方
は
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。
下
水
道
は
、
台
所
、
ト
イ
レ

な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
衛
生
的
に

処
理
し
、
住
環
境
を
良
好
に
す
る

施
設
で
す
が
、
接
続
し
な
け
れ
ば

生
活
環
境
の
改
善
・
水
質
保
全
の

効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
下
水

道
法
で
は
、
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
浄
化
槽
は

速
や
か
に
下
水
道
へ
接
続
し
、
く

み
取
り
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
水

洗
化
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
は
、
汚
水
と
雨
水

を
別
々
に
処
理
し
て
い
る
た
め
、

雨
ど
い
か
ら
汚
水
管
へ
つ
な
い
で

一
緒
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
雨
水
を
汚
水
管
に
流
す
と
、

大
雨
時
に
道
路
上
の
マ
ン
ホ
ー
ル

や
、
宅
地
内
の
汚
水
ま
す
か
ら
あ

ふ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
宅
地
内
の
雨
水（
雨
ど
い
な

ど
）が
汚
水
管
に
流
れ
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
当
組
合
職

員
が
戸
別
訪
問
で
の
普
及
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
指
定
工
事
店
で

　
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
当
組
合

で
指
定
を
受
け
た
「
坂
戸
、
鶴
ヶ

島
下
水
道
組
合
指
定
工
事
店
」
で

な
い
と
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

組合HPはこちら

下水道使用料改定表 （税込）
使用水量 現　行

令和7年9月分まで
改定後

令和7年10月分から 比　較
0㎥ /2月 1760 円 2200 円 440 円
10㎥ /2月 1814 円 2254 円 440 円
20㎥ /2月 1870 円 2310 円 440 円
30㎥ /2月 3278 円 3740 円 462 円
40㎥ /2月 4686 円 5170 円 484 円
50㎥ /2月 6556 円 7326 円 770 円

※　使用水量は水道メーターで算出しています
※　川越市の下水道を使用している一部地域については対象外です

最終
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募
集
職
種

　
事
務
職
、
土
木
職
、
機
械
職

採
用
予
定
人
数　
若
干
名

第
一
次
試
験

筆
記
試
験（
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
）

　
６
月
１
日
㈰

面
接
試
験

　
６
月
１
日
㈰
、
６
月
８
日
㈰
の

ど
ち
ら
か
指
定
さ
れ
た
日
時

申
込
期
間

持
参　
４
月
14
日
㈪
～
５
月
14
日

㈬（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

９
時
～
17
時

郵
送　
４
月
14
日
㈪
～
５
月
14
日

㈬
消
印
有
効

受
験
資
格

①　
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
８

募
集
職
種　
消
防
職

採
用
予
定
人
数　
若
干
名

第
１
次
試
験　
筆
記
試
験（
Ｓ
Ｐ

Ｉ
３
）６
月
15
日
㈰

申
込
期
間

持
参　

５
月
12
日
㈪
～
30
日
㈮

（
土
日
を
除
く
）８
時
30
分
～
17
時

15
分

郵
送　
５
月
12
日
㈪
～
28
日
㈬
消

印
有
効

受
験
資
格

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、

平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

②　

短
期
大
学（
専
修
学
校
を
含

む
）を
卒
業
ま
た
は
令
和
８
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、
平
成

７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方③　
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
平
成

７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方※　
土
木
職
は
、
土
木
の
課
程
を

専
攻
し
た
方

※　
機
械
職
は
、

機
械
の
課
程
を

専
攻
し
た
方

　

大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
、

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

受
付
場
所　

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

※　
詳
細
は
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
消
防
本
部
総
務
課
で

配
布
し
て
い
る

募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
合
先　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
総
務
課
☎
０
４
９
・
２
８
３
・
２
０
５
１

組合職員を募集します！（下水道組合・消防組合）

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合

問
合
先　
坂
戸・鶴
ヶ
島
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
☎
０
４
９・２
８
１・３
１
１
８

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

詳細はこちら

組合HPはこちら

Q.坂戸、鶴ヶ島下水道組合を選んだ理
由は？
A.下水道は日常生活で重要な役割を果
たしているインフラのひとつであり、
市民の安心で安全な暮らしを守ってい
きたいと思い志望しました。
Q.未来の職員へのメッセージ
A.下水道の知識がなく不安を感じる方
もいると思います。職場では経験豊富
な上司や先輩方がサポートしてくれま
す。様々なことを学び一緒に成長しま
しょう。

Q.坂戸・鶴ヶ島消防組合ではどんなことをしていますか？
A.現場活動や日常の訓練、また消火栓や防火水槽の水利の点検
や消防、防災訓練と幅広い業務があります。一つひとつの業務
が市民の安心、安全に繋がると思い日々働いています。現場活
動や訓練では困難なこともありますが、上司や仲間と乗り越え
ることで達成感ややりがいを感じます。
Q.未来の職員へのメッセージ
A.消防職員になりたいという強い気持ちをもっ
て最後まであきらめずに頑張ってください。

Q.仕事でやりがいを感じた時はどんな時ですか？
A.消防士は、様々な災害に対応できるよう日々訓練を重ねてい
ます。その努力が災害活動に活かされ市民の力になれたときに、
大きなやりがいを感じます。将来は、災害により苦しんでいる
人を助けることができる特別救助隊員を目指し、目の前の訓練
に全力で取り組んでいます。 
Q.未来の職員へのメッセージ
A.私たちとともに地域の方の安全と安心を守りましょう。

先輩からの
メッセージ

先輩からの
メッセージ

森
もり

田
た

主事　
総務課　
勤務年数　3年目

齊
さい

藤
とう

主事補　
鶴ヶ島消防署第1警防担当　
勤務年数　3年目

一
いち

條
じょう

主事補　
鶴ヶ島消防署第2警防担当　
勤務年数　4年目

最終
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生活に困っている方への 
相談窓口

生活困窮者に対する自立相談支援
市内に住む生活上の困難に直面し
ている方が、自立した生活を営め
るように一人ひとりの状況に応じ
た自立相談支援を行っています。
問 生活サポートセンター（市役
所6階社会福祉協議会内）☎049・
277・4116

生活保護制度をご検討ください
病気や事故、その他の理由で、収
入がなかったり少なくなったとき、
最低限度の生活ができるように、
国の基準に基づいて生活費や医療
費などを援助する制度です。さら
に、それらの方々が一日でも早く
自立して生活できるよう支援する
ことが目的の制度です。生活保護
を必要とする可能性はどなたにも
ありますので、ためらわずにご相
談ください。
問 福祉政策課保護担当

市内児童館の閉館時間が 
変わります

4月から9月の児童館の閉館時間
は17時30分になります。
問 脚折児童館☎049・287・0270
上広谷児童館☎049・287・1732
大橋児童館☎049・286・0007
西児童館☎049・285・7048

春の全国交通安全運動を実施

交通ルールを守り、正しい交通マ
ナーを習慣付けることにより、交
通事故防止の徹底を図ることを目
的として、春の全国交通安全運動
を実施します。4月は新生活も始
まり、何かと慌ただしい時期です。
慣れない生活の中で時間に追われ
ることも多くなります。焦りや不
安は、事故を引き起こす大きな要
因となります。車や自転車を運転
する際は、心にゆとりを持って、
安全運転を心掛けましょう。一人
ひとりが交通安全意識を持つこと
により、交通事故の被害に遭いや
すい高齢者やこどもたちを、事故
から守りましょう。
実施期間
4月6日（日）～15日（火）
運動重点
自転車乗車時のヘルメット着用推
進と交通ルールの遵守
街頭指導
桜まつり会場内でチラシや啓発品
を配布しながら、交通安全を呼び
かけます。
日 4月5日（土）9時45分～
場 運動公園（第41回桜まつり会
場内）
問 生活環境課交通安全・防犯担
当

鶴ヶ島市役所
〒350-2292
鶴ヶ島市大字三ツ木16-1
☎049・271・1111／FAX049・271・1190

【開庁時間】
平 日 8時30分～17時15分
土曜日 8時30分～12時（一部窓口の
み開庁。詳細は市ホームページをご
覧ください）

�

3月1日現在
人 口 6万9725人� （前月比－92）

 うち外国人2086人
世帯数 3万3872世帯�（－ 9）
男 3万4458人� （－61）
女 3万5267人� （－31）

※ 大字別男女別人口・世帯数は市
ホームページでご覧いただけます
�

詳細はこちら

詳細はこちら
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水道メーターの交換

水道メーターは、適正な使用量を
測定するため、計量法により有効
期間が8年と定められていること
から、メーターの交換を行います。
交換の対象となる方には、はがき
で通知します。
交換作業が行いやすいよう、メー
ターボックス内やメーターが設置
されているパイプシャフト内の清
掃にご協力をお願いします。
実施予定期間
4月～12月
施工業者
第一環境（株）
問 坂戸、鶴ヶ島水道企業団給水
課業務担当☎049・283・1953

公務員の方の児童手当

公務員になった方（独立行政法人
に出向した方を含む）や公務員を
退職した方は、市と勤務先での手
続きが必要です。市での手続きは、
こども支援課窓口のほか、マイナ
ポータルでのオンライン申請にも
対応しています。
◆市役所での手続き
公務員になった方
児童手当の受給事由消滅届が必要
です。
公務員を退職する方
児童手当の認定請求が必要です。
受給者名義の口座情報が分かるも
の、父母のマイナンバーが分かる
ものを用意してください。
◆勤務先での手続き
勤務先にご確認ください。
問 こども支援課子育て支援担当

高齢者等外出応援ショップ

市では、高齢者・障害者の皆さん
の外出を支援し、健康長寿の延伸
を図ることを目的として、つるバ
ス・つるワゴンの「特別乗車証」
を提示することで、割引などの
サービスを協賛店に実施していた
だく「優待制度（つるがしま高齢
者等外出応援ショップ）」を実施
しています。
高齢者や障害者の皆さんが楽しく
お出かけでき、趣味や楽しみを見
つけることで、いきいきと豊かな
生活を送っていただけるよう支援
しています。ぜひご活用ください。
また、協賛店を随時募集していま
す。
対 市内在住で70歳以上の方、
障害者手帳などをお持ちの方
問 健康長寿課高齢者福祉担当

埼玉県収入証紙代金の還付申請

埼玉県収入証紙は令和6年3月末で
使用できなくなりました。お手元
に未使用の証紙（汚損、毀損した
証紙を除く）がある方は、証紙代
金の還付を受けることができます。
申請方法は、県のホームページを
ご覧いただくか埼玉県出納総務課
にお問い合わせください。
なお、国が発行する「収入印紙」とは
異なりますのでご注意ください。
問 埼玉県出納総務課
☎048・830・5714
�

対象店舗一覧は
こちら

協賛店募集の
詳細はこちら

県HPはこちら

漏水調査

水道企業団では、水道管を適正に
維持管理するため、漏水調査を以
下の地域において実施します。ご
協力をお願いします。
漏水調査対象地域
下新田、脚折、上広谷
※ 調査員（委託会社）は水道企業
団が発行する身分証明書を携帯し
ています
問 坂戸、鶴ヶ島水道企業団施設
課維持担当☎049・285・8178

学校応援団ボランティア

「学校応援団」は、学校の要請を
受けて、学校における学習活動や
登下校の見守り活動、環境整備な
どをボランティアとして協力する
地域住民による活動組織です。
現在、市内全ての学校で学校応援団
が組織され、読み聞かせや落葉清掃
など、様々な活動が行われています。
参加を希望される方、活動に興味
のある方は、活動希望の小学校ま
たは中学校までお気軽にご連絡く
ださい。学校応援団ボランティア
は、通年で募集しています。
問 学校教育課指導
担当
� 詳細はこちら

Information 鶴ヶ島市役所 ☎049・271・1111
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統計調査員

統計調査に従事していただく調査
員を募集します。登録された方に
は、各種統計調査の規模や対象地
区に応じて、調査業務を依頼しま
す。なお、統計調査に従事した調
査員に対しては、報酬が支払われ
ます。
対 20歳以上の健康な方、調査
活動に支障のない方、税務、選挙、
警察に直接関係のない方など
内 国および埼玉県が実施する統
計調査（国勢調査、住宅土地統計
調査など）の調査員として、調査
業務に従事していただきます。調
査員は、担当する調査区を巡回し、
統計調査の内容説明、調査票の配
付、回収などを行います。
申�問 政策推進課統計担当へ直
接または電話
�

詳細はこちら

令和7年度埼玉県食品表示調査員

食品の品質表示の適正化と制度の
普及を図るため、食品表示のモニ
ター活動を行っていただく「令和
7年度埼玉県食品表示調査員」を
募集します。
対 県内在住で令和7年4月1日時
点で18歳以上の方
内 日ごろの買物を通して食品販
売店で食品の表示を確認し、定期
的に県に報告します（年間20店舗
程度）。
※ 謝金5000円（年間の活動を通
しての上限額です。なお、調査に
対する交通費などの支給はありま
せん）
定 100人（選考）
申 4月18日（金）（必着）までに郵
便（〒330-9301さいたま市浦和区高
砂3-15-1）、 FAX048・830・4832、 ま
たは県ホームページ専用フォーム
から
問 埼玉県農林部農産物安全課総
務・食品品質表示担当
☎048・830・4110
� 申込はこちら

健康になれる食環境づくり
応援企業・団体

「おいしく適塩！たっぷり野菜プ
ロジェクト」として、市民の健康
のために減塩と野菜や果物の摂取
量を増やす取組を行っています。
市と企業・団体が連携することで、
効果的に多くの方々の健康づくり
ができます。社員や市民の皆さん
の健康を食から応援しませんか。
対 減塩や野菜・果物の摂取量を
増やすアイディアを一緒に考える
ことができる市内企業・団体
内 女子栄養大学准教授の久

く ぼ
保

彰
あき こ
子さんをアドバイザーとして減
塩と野菜・果物摂取を推進する事
業提案をしていただき、令和8年
度での実施を目指します。会議3
回、ナトカリ比郵送検査（数量限
定）を無料で体験できます。
申 5月9日（金）までに専用フォー
ムから
問 健康長寿課健康増進担当
�

申込はこちら

鶴ヶ島市手話通訳者

手話通訳者として地域で活動できる登録手話通訳者を募集します。
応募資格
①手話通訳の知識および技能の審査・証明事業の認定に関する省令に基づく
手話通訳者技能試験（手話通訳士試験）の合格者
②埼玉県手話通訳者試験の合格者
③これらのものと同等と認められる者
申込方法
随時募集。希望者は、鶴ヶ島市手話通訳者登録申請書に合格証や登録証など
の写しを添付の上、障害者福祉課に提出してください。
後日、書類審査および面接審査を行います。
問 障害者福祉課障害者福祉担当
�

申請書はこちら

総務省統計局イメージキャラクター

18



第34回富士見わかばまつり出店者

「手作り雑貨ワークショップ」と
「フリーマーケット＆てづくり雑
貨市」の出店者を募集します。
対 市内在住在勤の方
日 5月17日（土）、18日（日）
※ ただしフリーマーケットは18
日（日）のみ
場 富士見市民センターおよび富
士見東児童公園
定 ワークショップ各日2区画（計
4区画）／フリーマーケット18区画
（いずれも申込順）
料 1区画200円
申�問 4月4日（金）から30日（水）ま
でに富士見市民センターへ☎049・
287・1661または専用フォームから

 

市役所朝市の開催

市内でとれた新鮮な農産物を農家
が直接販売します。
日 4月14日（月）10時 ～11時30分
（雨天決行・荒天中止）
場 市役所1階ロビー
持 エコバッグ
他 前日などの天候によっては、
開催を中止することがあります。
問 産業振興課農政担当

申込はこちら

第20回高倉菜の花まつり

農村風景の残る高倉地区で、畑に
菜の花を咲かせ、その中に鯉のぼ
りをあげて農と食の大切さを知っ
ていただくイベントです。
日 4月13日（日）10時～15時
場 農業交流センター
内 催し物（和太鼓、キッズダン
スなど）、模擬店（石窯ピザ、菜の
花うどん、チョコバナナ、綿菓子
など）
問 農業交流センター☎049・279・
3335

春のおはなし会

対 小学生以下
日 4月27日（日）11時～12時（10時
45分開場）
場 中央図書館
講 おはなしの森
内 春のおはなしを聞いた後に、
工作会もあります。
定 20人（申込順）
料 無料
申�問 4月4日（金）9時から中央図
書館へ直接、☎049・271・3001、
またはホームページから
�

HPはこちら

竹の子掘り体験

日 4月19日（土）9時～
※ 雨天の場合4月20日（日）、生
育状況により日程変更あり
場 地元農家の竹林（農業交流セ
ンター集合）
定 15組（申込順・1組5人まで家族）
※ 小学生以下は保護者同伴
料 参加費1組500円、保険代1人
100円、竹の子代別途時価
持 軍手、持ち帰り用の大きめの袋
他 長靴履き、作業のできる服装
申�問 4月5日（土）から農業交流セ
ンターへ直接または☎049・279・
3335

地域還元講座 
「お琴体験教室」
�
お琴に興味のある方、ぜひ参加し
てみませんか？初心者でも安心し
てご参加ください。
対 市内在住在勤の方
日 5月8日、15日、22日の各木曜
日10時～11時30分（1回のみの参加
も可）
場 大橋市民センター
講 箏・三絃の会
定 10人（申込順）
料 無料
申�問 4月1日（火）から大橋市民セ
ンターへ直接または☎049・286・
0005

3

「まちづくりポイント発行対象事業」には マークが表示されています。問合先 地域活動推進課地域活動推進担当

Information 鶴ヶ島市役所 ☎049・271・1111

19 Tsurugashima 2025.4



地域還元講座 
「レクリエーションダンス体験教室」
�
簡単なステップで楽しく踊ってこ
ころも身体もリフレッシュ！ぜひ
ご参加ください。
対 どなたでも
日 4月4日（金）、18日（金）10時～
11時30分（全2回）
場 大橋市民センター
講 レクダンスさくら
定 20人（申込順）
料 無料
持 運動靴、タオル、飲み物
他 動きやすい服装
申�問 4月1日（火）から大橋市民セ
ンターへ直接または☎049・286・
0005

令和7年度後期（10月開講） 
わかば大学塾市民教授説明会

市民教授を希望する方を対象に説
明会を開催します。継続して開講
する市民教授も募集します。
対 18歳以上の方
日 4月13日（日）14時～15時
場 富士見市民センター
他 団体・サークルでの応募可
問 わかば大学塾事務局☎049・
298・7484（平日10時～12時、13時
～15時）

3

シルバーeスポーツ体験支援とスマホよろず相談

シルバーeスポーツとは？
若い世代を中心に展開されているeスポーツを、シルバー
層に普及させ、シルバー世代が気軽に取り組める健康長寿
スポーツです。認知症予防に効果があります。
スマホよろず相談とは？
スマホの基本的な操作や、LINEやメールの使い方など、
スマホを利用する上での「ちょっとした困りごと」の解決
を支援します。

場 1 老人福祉センター「逆木荘」
日 毎週水曜日に実施（休館日を除く）
※ 第2・4水曜日には、プロeスポーツ選手が、テクニックなどを指導します
※ eスポーツの機材の貸し出しは毎日行っていますので、ご自由に体験で
きます
場 2 市民センター・市役所
日 下記表のとおり（祝日、年末年始および市民センター休館日・清掃日を除く）

場所 日にち 時間
東市民センター 第1・3・5火曜日

10時～12時
13時～15時

北市民センター 第2・4火曜日
南市民センター 第1・3・5木曜日
富士見市民センター 第2・4木曜日
西市民センター 第1・3・5金曜日
大橋市民センター 第2・4金曜日
市役所 毎週月曜日

内 任天堂switch「ぷよぷよeスポーツ」と「太鼓の達人」を体験
問 健康長寿課高齢者福祉担当

広報紙を見て来ました。一人暮らしで聞ける人
がいなかったので助かりました。困ったときに
気軽に相談できるのが良いです。

説明をゆっくり聞くことができるの
で、相談をしやすいです。無料なのも
助かります。毎回楽しみにしています。

スマホよろず相談参加者の声

つるゴンも
ｅスポーツ
体験中！
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防犯ポスターを募集します

埼玉県警察と埼玉県防犯協会連合
会では、地域安全活動を広く県民
に呼びかけ、地域住民による地域
安全活動の自主性の促進を図るた
め、防犯ポスターを募集します。
対 市内在住（在学）の小学生以上

【一般テーマ】
・安全・安心なまちづくり全般
・住宅を対象とした侵入犯罪防止
・こどもと女性の犯罪被害防止
・振り込め詐欺被害防止
・少年の非行防止
・闇バイトの危険性に関するもの

【特別テーマ】
・自転車盗難被害防止
作品の規格
・用紙サイズは四ツ切から八ツ切
の範囲で縦書き
・標語やスローガンを入れる場合
は、誤字脱字には十分に注意して
ください
応募締切 6月6日（金）必着
他 作品は未発表のものに限りま
す。
※ 応募者全員に参加賞あり
※ 優秀作品には、埼玉県防犯協
会・西入間地区防犯協会より表彰
状と副賞を授与。また、11月22
日（土）に西入間地区地域安全・暴
力排除推進大会（女性センター）に
おいて表彰を予定しています
申 応募者の住所、氏名（ふりが
な）、職業（学校名・学年）、年齢、電
話番号、作品の説明を裏面に明記
の上、西入間地区防犯協会（〒350-
0215坂戸市関間2-4-17西入間警察
署内2F）へ郵送または持参
問 西入間地区防犯協会☎049・
281・8484

防火管理新規講習会

多数の人が利用する事業所では、防火管理の資格を有する人の中から防火管
理者を定め、消防本部に届出をする必要があります。
防火管理者の選任の要否については、建物の用途、規模、収容人員、管理権限の
範囲などにより異なりますので、消防本部予防課へ問い合わせてください。
今年度の講習会は、（一財）日本防火・防災協会の主催により開催されます。
日 6月10日（火）、11日（水）受付9時40分～
場 坂戸市文化会館（坂戸市元町17-1）
申 4月21日（月）から28日（月）までに、同協会ホームページから詳細を確認
し、申し込んでください。
他 防火管理者の資格は全国共通の資格となりますので、
どこの会場、講習機関で受講しても問題ありません。
問 坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部予防課☎049・281・3117�

防火管理者を選任すべき防火対象物
選任すべき防火管理者
甲種 甲種または乙種

老人短期入所施設、養護老人ホームな
どで収容人員が10人以上

延べ面積に関係
なく全て

飲食店、マーケット、保育園、幼稚園、
病院、老人デイサービスセンターなど
で収容人員が30人以上

延べ面積300㎡
以上

延べ面積300㎡
未満

共同住宅、学校、図書館、工場、倉庫、
事務所などで収容人員が50人以上

延べ面積500㎡
以上

延べ面積500㎡
未満

救命講習会（5月～6月）

対 鶴ヶ島市、坂戸市に在住在勤在学の中学生以上の方
種別 日にち 場所 定員 時間

普通救命
5月17日（土） 鶴ヶ島消防署 20人

9時～12時
6月24日（火） 坂戸消防署東分署 15人

上級救命 6月11日（水） 坂戸消防署 30人 9時～17時

内 普通救命 心肺蘇生法（成人）および大出血時の止血法
上級救命 心肺蘇生法（成人、小児、乳児、新生児）および大出血時の止血法、
傷病者の管理法、手当の要領および搬送法
料 無料 持 筆記具、上級救命については昼食
他 坂戸消防署および鶴ヶ島消防署会場は、駐車場の用意はありません。
申�問 各日申込順。4月8日（火）から坂戸・鶴ヶ島消防組合警防課救急担当
☎049・281・3116（土・日曜日、祝日を除く）

自衛官等採用試験

募集種目 受付期間 試験日 応募資格
第1回
一般曹候補生 5月7日（水）まで 1次試験：5月17日（土）

～5月25日（日）
18歳以上33歳未満
（令和8年4月1日現在）

自衛官候補生 年間を通じて試験を行っていますので、詳細はお問い合わせください。

※ 各種資料の請求は、自衛隊埼玉地方協力本部ホームページ、入間地域事
務所または川越募集案内所へご連絡ください
問 防衛省自衛隊埼玉地方協力本部 入間地域事務所
☎04・2923・4691 川越募集案内所☎049・224・0947
�

詳細はこちら

自衛隊埼玉地方
協力本部HPは 
こちら 

Information 鶴ヶ島市役所 ☎049・271・1111
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求人企業合同説明会

対 令和8年3月大学・短大・専門
学校卒業予定者および3年以内の
既卒者、令和9年3月大学・短大・
専門学校など卒業予定のインター
ンシップ検討者
日 4月16日（水）13時～16時（受付
12時～15時30分）
場 さいたま市大宮ソニックシ
ティビル（さいたま市大宮区桜木
町1-7-5）
料 無料
申 不要
他 入退場自由。求人情報冊子を
来場者全員に配付します。参加企
業名は開催2週間前よりホーム
ページに掲載予定です。
問 埼玉県雇用対策協議会☎048・
647・4185
�

HPはこちら

●寄贈資料展
期 5月18日（日）まで
●ギャラリー展
「花とウォーキングのまちの平和
賞作品展示」
期 5月6日（火）まで
●戦争体験者証言ビデオ上映
「ひめゆり部隊としての体験」
日 4月12日（土）、13日（日）13時～
「蝉が鳴かなかった8月～長崎原
爆体験～」
日 4月26日（土）、27日（日）
時 13時～
定 各回160人（先着順）
申 不要

シルバー人材センター入会
説明会

対 市内在住で原則60歳以上の方
日 4月2日（水）、21日（月）、5月
8日（木）、19日（月）、6月5日（木）、
23日（月）9時～11時
場 鶴ヶ島市シルバー人材セン
ター
他 当日は文化財整理室の駐車場
（シルバー人材センター向かいの
建物）には駐車しないようご注意
ください。
申�問 説明会前日までに同セン
ターへ直接または☎049・285・8172

三大花畑が見ごろに

桜が4月上旬まで開花中です。花
木園ではソメイヨシノを中心とし
て約400本の桜と、黄色いレン
ギョウや白いユキヤナギとの競演
を楽しめます。また、三大花畑が
見ごろになります。①約10万本の
空色のネモフィラ（4月下旬まで）、
②約70万本のカラフルなアイス
ランドポピー（4月下旬まで）、③
約4万本の藤の花を逆さにしたよ
うなルピナス（4月下旬～5月中旬
まで）を楽しめます。野草コース
散策もおすすめです。
開園時間 9時30分～17時
場 国営武蔵丘陵森林公園（比企
郡滑川町山田1920）
入園料 大人（高校生以上）450円、
シルバー（65歳以上）210円、中学
生以下無料
他 駐車料金（普通車1日700円）
問 国営武蔵丘陵森林公園管理セ
ンター☎0493・57・2111

ジュニアリーダー養成講習会

キャンプ・野外活動やレクリエー
ション研修を経て、小学生向けイ
ベントで活躍してくれる、中学生
を募集します。
対 市内在住中学生（一度登録す
れば中学校卒業まで有効）
料 活動Tシャツ代600円、他キャ
ンプ費用など
申 随時専用フォームから
※ 第1回講習会（5月10日（土）予
定）から参加する場合は4月25日
（金）までに申し込んでください
問 鶴ヶ島市子ども会育成会連絡
協議会事務局（生涯学習スポーツ
課内）
�

申込はこちら

●4月の映画会 親子上映会
「世界名作劇場アルプスの少女ハ
イジ」
日 4月5日（土）、6日（日）
「紙屋悦子の青春」
日 4月12日（土）、13日（日）
「雨に唄えば」
日 4月19日（土）、20日（日）
「植村直己物語」
日 4月26日（土）、27日（日）
時 13時30分～
定 各回160人（先着順）
申 不要

平和記念資料館イベント

場 埼玉ピースミュージアム（埼玉県平和資料館・東松山市岩殿241-113）
開館時間 9時～16時30分（入館16時まで）
休館日 毎週月曜日（月曜が休日の場合は開館し、翌平日が休館）
入館料 無料
問 埼玉ピースミュージアム☎0493・35・4111
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人間ドックなど受検費用の助成について
人間ドックまたは脳ドックは詳しい検査を多項目にわたり行い、病気の早期発
見に効果的です。国民健康保険および後期高齢者医療では、受検費用に対する
補助を行っています。
対　・国民健康保険に加入している満30歳以上の方で、申請時に国民健康保険税の未納がない方
　　�・後期高齢者医療に加入している方で、申請時に後期高齢者医療保険料の未納がなく、令和7年度後期高齢者医療
の健康診査を受けていない方

※　令和7年度に75歳になる方で、後期高齢者医療の健康診査、国民健康保険の特定健診および、国民健康保険の人間
ドック・脳ドックの補助を受けた場合は、令和7年度中の後期高齢者医療人間ドック等補助の対象となりません
【補助回数】　人間ドック・脳ドックのいずれかを年度内に1回
【検査結果の提出】　人間ドックの受検費用の補助を受ける場合は検査結果の提出が必要

　 指定医療機関 指定外医療機関
区分 人間ドック 人間ドック・脳ドック

実施医療機関 坂戸市・鶴ヶ島市内契約医療機関 坂戸市・鶴ヶ島市内契約医療機関外
検査料 3万8500円(消費税込) 医療機関によって異なります

補助金 2万円 消費税を除く検査料の1/2の額
限度額2万円

自己負担額 1万8500円(消費税込) 医療機関、検査内容によって異なります
検査結果 指定医療機関から市に直接提出 申請時に提出

申請方法 受検前に申請
※　電話申込み可 受検後に申請

持ち物 健康保険の資格が確認できる書類など

①�マイナンバーカードや運転免許証などの本人確認書類
②�健康保険の資格が確認できる書類など
③�振込先(銀行など)の口座情報
※　本人以外の口座へ振り込む場合は委任状が必要に
なりますので、印鑑を持参してください
④�領収書(原本)
⑤�人間ドックまたは脳ドック検査結果

問　保険年金課保健事業担当

令和7年度特定健診などの受診券の送付について

対　40歳以上の鶴ヶ島市国民健康保険加入者および後期高齢者医療制度の被保険者の方
日　5月中旬(受診券が届き次第)～10月31日(金)
※　令和7年4月2日以降に鶴ヶ島市国民健康保険、後期高齢者医療制度の被保険者になった方は、受診券の申し込みが必要
場　鶴ヶ島市・坂戸市・川越市・毛呂山町・越生町の実施医療機関
料　無料(心電図、眼底検査は各500円)
※　国民健康保険および後期高齢者医療制度の資格喪失後に受診した場合は、全額自己負担
持　保険資格が確認できる書類など、受診券、質問票
他　令和7年度に75歳になる方への受診券の発送時期は次のとおりです。

※　特定健診の案内に、保険年金課の職員が各ご家庭に訪問する場合があります
問　保険年金課保健事業担当

【各受診券の送付と有効期限】
＼日程 5月末 6月末

昭和25年4月(4/2～)生まれの方

昭和25年5月生まれの方

昭和25年6～8月生まれの方

昭和25年9月以降生まれの方

後期高齢者健康診査受診券

国民健康保険特定健康診査受診券

後期高齢者健康診査受診券

国民健康保険特定健康診査受診券

10/31

誕生日
前日まで

誕生日
前日まで

後期(中略)受診券
希望者のみ

令和7年75歳誕生日

４校
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介護予防教室「こつこつ貯筋体操教室(通所型)」の紹介

「階段の上り下りが大変になった」「転ぶことに不安がある」「むせやすくなった」
など、運動機能やお口の機能の低下でお悩みの方、まずは一度ご相談ください。
体力の向上が必要と判断された方を対象に、介護予防教室「こつこつ貯筋体操教室」を実
施しています。
※　要事前面談（下記まで問い合わせてください）
対　市内在住の65歳以上の方で、相談の際に、日常生活を送るうえでリスクがあり、参加
が必要と判断された方(要介護認定を受けている場合は、要支援1・2の方、介護予防・日
常生活支援総合事業対象者の方)
日　週1回(曜日・時間は会場により異なります)
場　各市民センター
内　筋力アップ運動(座位・立位)、ストレッチ、お口の体操、自宅でできる運動の提案など
定　各15人(申込順)
料　1回200円
問　・健康長寿課地域包括ケア推進担当
　　・地域包括支援センターかんえつ☎049・285・7877　・地域包括支援センターいちばんぼし☎049・�279・0777
　　・地域包括支援センターぺんぎん☎049・271・5123　・地域包括支援センターいきいき☎049・�227・6171

令和7年4月1日から帯状疱疹の定期接種が始まります

市HPはこちら 申込みはこちら

対　接種日(令和7年4月1日以降)時点で市内に住民登録
がある次のいずれかの方
・令和7年度中に65、70、75、80、85、90、95、100
歳となる方(令和7年度に限り100歳以上の方も対象)
・60歳以上65歳未満の方であって、ヒト免疫不全ウイル
スにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度
の障害を有する方
【接種期間】　4月1日(火)～令和8年3月31日(火)
【接種回数および個人負担金】　
下記①②のどちらか一方のワクチンを選択します。
①乾燥弱毒生水痘ワクチン「ビケン」(生ワクチン)
　接種回数：1回
　個人負担金：3000円　
②帯状疱疹ワクチン「シングリックス」(不活化ワクチン)　
　接種回数：2回
　個人負担金：1回当たり1万5000円
各ワクチンの違いについては市ホームページから確認し
てください。

市HPはこちら

【個人負担金の免除方法】　
次のア～ウのいずれかに該当する方は、接種する際にそ
れぞれ該当する書類を医療機関へ提出することにより個
人負担金が免除されます。

ア　生活保護世帯の方
　・「生活保護受給者証」のコピー
イ　中国残留邦人等支援受給者の方
　・「本人確認証」のコピー
ウ　非課税世帯(本人含む世帯全員が非課税)の方
　・高齢者等予防接種個人負担金免除決定通知書

申　ウについては接種前に申請が必要です。専用フォー
ムから申請ください。窓口での受付も可能です(申請から
決定まで2～3週間要します)。詳細は市ホームページまた
は広報4月号折り込みをご確認ください。
問　保健センター☎049・271・2745　

４校
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定例健康ウォーク　〜花や史跡をめぐろう〜

ご自身の健康づくりのきっかけに参加しませんか。ウォーキング初心者も大歓迎！
対　市内在住の方
日　①4月11日(金)�9時30分～12時　※　少雨決行、荒天中止　
　　②5月9日(金)�9時30分～12時　※　大雨時は室内運動
　　※　1回だけの参加も可
場　①市役所　②大橋市民センター
内　①お弁当持って花いっぱいのコースを歩こう！5.7㎞のコース
　　②鶴ヶ丘稲荷神社古墳に行ってみましょう！4.9㎞のコース
講　鶴ヶ島ウオーキングクラブ　
定　各20人(申込順)　料　無料　
持　飲み物、タオル、帽子　※　①のみ昼食(農業交流センターで昼食をとります。現地調達可)、レジャーシート
他　両手のあくバッグ(リュックサックなど)でお越しください。
申�問　4月2日(水)から健康長寿課健康増進担当へ電話または専用フォームから　

はつらつ元気体操クラブ

ストレッチや有酸素運動、筋力トレーニングなど、
自宅でも気軽に実践できる体操を紹介しています。
毎日元気に暮らすために、仲間と一緒に楽しく体を
動かしてみませんか？
対　市内在住で65歳以上の方(要介護・要支援認定
者および介護予防・日常生活支援総合事業対象者を
除く)で医師から運動制限を受けていない方
料　100円(初回のみ)
他　応募者多数の場合は抽選ですが、令和6年度下半
期(11月～3月)に参加していない方を優先します。
抽選結果は4月下旬以降に郵送。
申�問　4月7日(月)までに健康長寿課地域包括ケア
推進担当へ直接または電話

申込はこちら

場所 実施日
(5月～9月) 開始日 時間 定員

大橋市民センター 第1・3
月曜日 5月19日 13時30分～15時 45人

南市民センター 第2・4
月曜日 5月12日 13時30分～15時 50人

東市民センター 第1・3
火曜日 5月20日 10時～11時30分 30人

北市民センター 第2・4
火曜日 5月13日 10時～11時30分 50人

鶴ヶ島市役所 第1・3
木曜日 5月1日 13時30分～15時 30人

富士見市民センター 第2・4
木曜日 5月22日 13時30分～15時 50人

西市民センター 第1・3
金曜日 5月2日 10時～11時30分 50人

老人福祉センター
「逆木荘」

第2・4
金曜日 5月9日 13時30分～15時 20人

朝食の大切さについて
　多くの方が、朝食は大切だとお考えだと思います。
　朝食を食べると、肥満や２型糖尿病、脂質異常症になりにくく、栄養のバランスが取れ、こどもは
集中力が上がるなど、いいことずくめです。
　しかし、巷には朝ごはんは食べなくて良い、という情報も見受けられます。
　ここでもう一度、朝食が大切な理由について考えてみたいと思います。
　朝食を食べると体に良いことは、多くの研究で確認されています。しかし、その因果関係ははっきり分かっていません。
　それを解明する手掛かりの一つとして、時間栄養学という研究があります。
　私たちの体には体内時計があり、時間が来るとお腹が空いたり、眠くなったりしますが、何も刺激がないと、体内時計は
だんだんズレていくことが分かっていて、毎日リセットする必要があります。時計は脳と内臓にあり、脳の時計は朝起きて
朝日を浴びるとリセットされますが、内臓の時計は朝食によってリセットされます。
　もし、朝食を食べないと体内時計を正常化させることができず、体の中で時差ボケが起きてしまいます。
　このことから、朝食を食べる習慣は体内時計を正常化してより良い代謝のリズムを作り、結果として、太りにくく生活習
慣病になりにくい体が作られると考えられます。
参考：「朝ごはんの効能」小田裕昭　名古屋大学大学院生命農学研究科
� 女子栄養大学栄養クリニック　管理栄養士　塩
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掲示板

仲間になりませんか

参加してみませんか出かけてみませんか

第9回アート48水彩画展

対　どなたでも
日　5月20日(火)～25日(日)10時
～17時(初日は13時から、最終日は
15時まで)
場　中央図書館
料　無料　申　不要
問　本

もと

村
むら

☎080・5075・0822

高徳神社野草観察会

対　どなたでも
日　4月19日(土)9時30分～12時
場　高徳神社
料　無料　申　不要
問　島

しま

崎
ざき

☎090・4847・1316

昭和歌謡バンド「シーハイル」
スプリングコンサート

対　どなたでも
日　4月26日(土)14時～15時30分
(開場13時30分)
場　富士見市民センター
内　瀬戸の花嫁、喝采、ルビーの指
輪他
料　無料　申　不要
問　竹

たけ

内
うち

☎080・5403・0894

バレエ　アカデミー・コンチェルト
第18回発表会

対　どなたでも
日　4月26日(土)16時30分 ～19時
30分(開場15時45分)
場　ウェスタ川越
料　無料　申　不要
問　長

なが

瀬
せ

☎049・287・2379

みのり吟詠会(詩吟)

対　どなたでも
日　月3回(月曜日)10時～12時
場　富士見市民センター
問　髙

たか

久
く

☎049・286・2988

鶴ヶ島ジュニアソフトテニスクラブ
クレイン

対　小学生
日　4月13日(日)、20日(日)14
時～16時
場　西中学校
定　10人程度(申込順)　料　無料
申�問　澤

さわ

田
だ

☎090・3904・1962

鶴ヶ島テニス協会主催
初心者・初級者テニススクール

対　市内在住在勤在学またはテニ
ス協会会員
日　5月10、17、24、31日(各土
曜日)8時30分～10時30分
※　予備日6月7日(土)
場　南近隣公園テニスコート
料　2000円
申　氏名、年齢、住所、電話番号を記
載し、4月25日(金)までテニス協会
へ tsurugashima.tennis@gmail.com
問　田

た

中
なか

☎090・4027・0073

西入間ライオンズクラブ主催
第43回市民歩け歩け大会

対　どなたでも
日　4月27日(日)9時30分～(受付
9時)
場　坂戸市浅羽ビオトープ駐車場
料　1000円
申�問　梅

うめ

沢
ざわ

☎049・283・2887

パピーイングリッシュサークル(英
会話)

対　市内在住の方
日　毎週木曜日10時～12時
場　北市民センター
問　吉

よし

崎
ざき

☎080・3346・8278

ハッピー料理(家庭料理)

対　どなたでも
日　第2金曜日10時～14時
場　女性センター
問　山

やま

田
だ

☎049・287・1120

第38回わんぱく相撲西入間大会
坂戸場所出場者募集！

対　5歳～小学6年生
日　5月25日(日)9時～14時15分
場　坂戸市民総合運動公園
定　100人(申込順)　料　無料
持　まわし用さらし布(長さの目安
は胴回りの6倍)、飲み物、タオル、
軽食
他　練習会：4月13、20、27日、5
月11、18日各日曜日　※　1日だけ
の参加も可　・5歳～小学3年生9時
～10時30分(集合10時)　・小学4～
6年生10時30分～12時(集合8時30分)�
体験会：4月29日(祝)9時～12時
申�問　4月1日(火)から30日(水)ま
でに西入間成年会議所ホームページ
専用フォームから(練習
会および体験会は申込
不要)

鶴ヶ島シティオーケストラ　
2025年さわやかコンサート

対　どなたでも
日　5月4日(日)14時～16時(開場13
時20分)
場　坂戸市文化会館
内　ブラームス交響曲第2番、スッ
ペ喜歌劇「軽騎兵」序曲、レハール
金と銀他
料　無料　申　不要
問　伊

い

藤
とう

☎049・285・9718

第13回マンドリンとピアノのコン
サート～ロマンがとまらない！粋な
男の名曲選～

対　どなたでも
日　4月27日(日)第1公演開演：13
時　第2公演開演：15時
場　坂戸市文化施設オルモ
内　恋の予感、リベルタンゴ、カル
メン幻想曲
料　500円(4月1日(火)からオルモ
にて前売り有)
問　金

かね

子
こ

☎049・285・4907

6月号の原稿締切は、4月18日(金)です。　※　「仲間になりませんか」のコーナーは､ 同一
サークルなどは年1回の掲載です。それ以外の原稿は､ 同一サークル年3回までで、同一号に
は1件までの掲載に限らせていただきます

HPはこちら

省略記号一覧
対�対象　日�日時・日にち　期�期間　場�場所　講�講師
内�内容　定�定員　報�報酬　料�入場料・参加費　持�持ち物
他�その他　申�申込　問�問合先
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救急指定病院・救急相談など 休日診療など

4月の相談
相談名・相談内容 日にち 時間 場所 予約 問合せ

法律相談(弁護士)
個人の金銭、家族などの
法的トラブルに関する相談

①4月1日(火)
②4月18日(金)
③5月13日(火)

13時20分
　～16時20分 予約時にお知らせ

①受付中
②4月4日(金)～
③4月28日(月)～

地域活動推進課

法律相談(司法書士) ①4月10日(木)
②5月8日(木) 9時～12時 予約時にお知らせ ①受付中

②4月24日(木)～ 地域活動推進課

法律相談(行政書士) ①4月10日(木)
②4月24日(木)

13時20分
　～16時20分
※16時受付終了

市役所5階 不要 地域活動推進課

女性のための法律相談 ①4月9日(水)
②5月14日(水) 10時～13時 女性センター ①受付中

②4月10日(木)～
女性センター
☎049・287・4755

女性相談・DV相談 月・水・金曜日 10時～16時 市役所1階 要予約 直通ダイヤル
☎049・298・7716

消費生活相談
月～金曜日

土曜日(電話相談のみ)

9時30分～12時、
13時～15時
9時30分～12時

市役所2階
消費生活センター 不要 市役所2階

消費生活センター

消費生活弁護士相談
商品やサービス、債務整理など
の消費生活に関する法的相談

4月25日(金) 13時～17時 市役所2階
消費生活センター 4月7日(月)～ 市役所2階

消費生活センター

税務相談 ①4月1日(火)
②5月13日(火) 13時～16時 市役所3階 ①受付中

②4月28日(月)～ 税務課

不動産相談
相続、税金を除く 4月1日(火)

13時20分
　～16時20分
※16時受付終了

市役所1階 不要 地域活動推進課

行政相談 4月18日(金)
13時20分
　～16時20分
※16時受付終了

市役所5階 不要 地域活動推進課

就職相談
(ふるさとハローワーク) 月～金曜日 10時～17時 市役所2階(ふるさ

とハローワーク) 不要 ふるさとハローワーク
☎049・272・4001

内職相談 火・木曜日 10時～12時
13時～16時

市役所2階
内職相談室 不要 市役所2階

内職相談室

教育相談 月～金曜日 9時～16時30分 教育センター 不要 教育センター
☎049・286・8993

人権相談 4月18日(金) 13時～16時 市役所3階 不要 総務人権推進課
こころの健康相談 4月15日(火) 9時30分～ 市役所1階 要予約 障害者福祉課

にんしんSOS鶴ヶ島 月～金曜日 8時30分
　～16時30分 保健センター 不要 直通ダイヤル☎ 049・227・3355

 ninshinsos@city.tsurugashima.lg.jp

こどものサインを見逃さない！

こどものいじめこどものいじめ
気づいたら  　　相談気づいたら  　　相談今すぐ

【鶴ヶ島いじめ専用ダイヤル】 月～金曜日　9時～16時30分　☎049・279・5144
【鶴ヶ島いじめ相談メール】 毎日24時間受付　  ijimesoudan@city.tsurugashima.lg.jp
【24時間子供SOSダイヤル】 毎日24時間受付　☎0120・0・78310

救急指定病院(全日24時間対応)
関越病院 脚折145-1 ☎049・285・3161
坂戸中央病院 坂戸市南町30-8 ☎049・283・0019
埼玉医科大学病院
(小児救急医療も対応)

毛呂山町毛呂本郷38 ☎049・276・1199

大人・小児の救急電話相談(全日24時間対応)
☎♯7119　　☎048・824・4199
急な病気や対処法、受診に迷うときにご利用ください(育児
相談を除く)。診断や治療を行うものではありません。

埼玉県AI救急相談
チャット形式で相談した内容をもとに、可能性の
ある症状を提示し、緊急度の判定を行います。

休日急患診療(内科・小児科)
坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所
坂戸市石井2327-5　☎049・289・1199 
日　日曜日、祝日、年末年始(12月29日～1月3日)
　　9時～12時、14時～17時、18時～21時
※　受付は30分前まで
※　当日予約は6時から受付時間の45分前までに
　　☎050･5840･1156またはホームページから

4月の眼科在宅当番医　
坂戸眼科医院
坂戸市関根1-1-15　☎049・283・4303
日　4月27日(日)9時～17時　※　休憩時間は要確認

県HPはこちら

HPはこちら
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県内初、自殺対策SNS支援等相談連携協定を
締結

考えよう　災害のこと

学校給食を食べてみよう

横断旗などを寄贈していただきました

2月14日、特定非営利活動法人自殺対策支援センターライフリンクと、
「自殺対策SNS等相談事業における連携自治体事業に関する協定」を
締結しました。この協定は、ライフリンクが運営するSNSなどの相談
に寄せられたこころの悩みや不安について、本人の同意を得た上で、
市と連携した包括的な支援につなげていくものです。今後も一人ひと
りに寄り添った支援に取り組んでいきます。

2月15日、女性センターで防災講演会が開催されました。能登半島地
震の教訓を基に、当市の災害リスクなどを踏まえた地域の防災対策に
ついてお話いただきました。参加者からは、「地域のつながりの大切さ
を改めて実感した」「市内の災害リスクについてお話いただき勉強に
なった」という意見が多くあがりました。

2月13日、14日に、学校給食センターで学校給食試食会が開催されま
した。学校給食について関心と理解を深めてもらうため、5000食分
の調理過程や衛生管理の見学を行いました。未就学児から高齢者まで、
両日合わせて34人が参加し、鶴ヶ島市産の野菜をふんだんに使用した
給食を堪能しました。

2月17日、いるま野農業協同組合と(一財)埼玉県農協福祉事業団から、
学童用横断旗(494本)、保護者用横断旗(40本)などを寄贈していた
だきました。希望があった各小学校に配布し、交通事故防止に役立て
ます。

４校
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鶴ヶ島清風高校1年生による市のPR動画
上映会！

小中学校全13校に鉄道模型を提供していただきま
した

身近な危険を知る

万華鏡が牛乳パックで作れる！？

3月17日、女性センターで鶴ヶ島清風高等学校1年生による市PR動
画の上映会が開催されました。全47作品のうち、校内選考を経て上
位12作品が上映され、審査員や参加者の方々の講評により、5作品
が表彰されました。高校生ならではの視点で鶴ヶ島市の魅力が描か
れた動画がさらに多くの方に届くよう、今後ホームページなどで紹
介していく予定です。

2月20日、鶴ヶ島市商工会異業種交流会スクラム21から、鶴ヶ島市内
に工場があり、世界的にも有名な関水金属などの鉄道模型を、市内小
中学校全13校などに提供しましたと報告をいただきました。精巧に作
られたNゲージやHOゲージの新幹線こまち、EF65電気機関車など
を見て触れて、まちの魅力を感じてほしいと今回の企画をし、こども
たちはとても喜んでいたとのことです。

2月14日、本市と包括連携協定を結んでいる東洋大学において、ス
ポーツ講習会が開催されました。ヒートストレスや発熱などの温度
変化に関する講義とけがの治療に関する講義の2本立てで、身近に潜
む危険を知り、その対処法や場面に応じた治療の仕方などを学ぶこ
とができました。

2月16日、中央図書館で親子対象に「いっしょに作ろう！牛乳パッ
クでキラキラ万華鏡」が開催されました。少し難しい工程もありま
したが、保護者のみなさんにも手伝っていただきながら、楽しく作
ることができました。キラキラ光るビーズにみんな大満足♪牛乳パッ
クのまわりを好きな折り紙やシールで飾りつけして、個性あふれる
万華鏡が誕生しました。 

４校

29 Tsurugashima　2025.4



2025.4
　
N
o.1086

令
和
7年
4月
1日
発
行

編
集
・
発
行
　
鶴
ヶ
島
市
秘
書
広
報
課
　
〒
350－

2292　
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
三
ツ
木
16－

1
☎

　049･271･1111㈹
　

　049･271･1190
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
公
式
ア
プ
リ
「
つ
る
ポ
ッ
ケ
」

■�4月号には、「令和7年度保健事業のご案内」が折り込まれています。

編集後記
地域の未来をつくる新たな予算が決定し、新年度
がスタートしました。
今月号ではその内容をご紹介しています。皆さん
の暮らしに関わる予算を少しでも身近に感じてい
ただければ嬉しいです。これからも大切な情報を
お届けしていきます。次号もぜひご覧ください。
ご意見・ご感想は秘書広報課広報広聴担当へ
10200001@city.tsurugashima.lg.jp
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楽しみながら実践！ゼロカーボンへの取り組み！！楽しみながら実践！ゼロカーボンへの取り組み！！

ヘチマ料理教室の様子
8月7日＠西市民センター

ヘチマたわしづくりの様子
10月5日＠市役所

ゼロカーボンに向けた講演会
11月10日＠女性センター

美味しそうな
ヘチマ料理が
たくさん！

ヘチマをプレゼントします
対　市内在住の方、市内事業者1人につき1セット（昨
年度申込みされた方も可）
配付日時　5月12日（月）～23日（金）9時～12時、
13時～17時（土曜日は午前のみ）　※　日曜日は除く
配付場所　市役所2階生活環境課窓口
数量　1000セット（申込順）
料　無料
持　マイバッグ（直径10㎝・高さ20㎝程度の苗を持
ち帰る入れ物）
※　引換券は郵送しません。配付期間内に直接窓口
にお越しください
申　4月1日（火）から5月9日（金）までに生活環境課、
若葉駅前出張所、各市民センターに備え付けの申込
用紙に必要事項を記入し、各窓口に提出または専用
フォームから

ヘチマの育て方教室
対　市内在住の方、市内事業者
日　5月17日（土）10時～11時
場　市役所401会議室
講　つるがしま緑のカーテン市民実行委員会
定　30人（申込順）
料　無料
申　4月1日（火）から5月9日（金）までに
生活環境課へ電話または専用フォーム
から

陸の島“鶴ヶ島”から海を守る陸の島“鶴ヶ島”から海を守る
ご自宅で、事業所で、ヘチマを育ててみませんか。ヘチマ・プロジェクトにご参加いただける方へ、「ヘチご自宅で、事業所で、ヘチマを育ててみませんか。ヘチマ・プロジェクトにご参加いただける方へ、「ヘチ
マ苗と緑のカーテン用ネット」のセットを無料で差し上げます。　　　　マ苗と緑のカーテン用ネット」のセットを無料で差し上げます。　　　　
今年も年間を通して、ヘチマ・プロジェクト事業の開催を予定しています。詳細は、広報つるがしまなどで今年も年間を通して、ヘチマ・プロジェクト事業の開催を予定しています。詳細は、広報つるがしまなどで
お知らせします。お知らせします。

ヘチマ・プロジェクト2025参加者募集！ヘチマ・プロジェクト2025参加者募集！

第３期第３期

そもそもどうしてそもそもどうして
ヘチマなの？ヘチマなの？

令和6年度に
実施した事業

問　生活環境課環境保全担当生活環境課環境保全担当
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申込はこちら

申込はこちら

ヘチマたわしを持つ鶴ちゃん
答えは
こちら


